
地方公共団体名：熊本県荒尾市 取組分野一覧

ニーズ 人口減少・超高齢化社会による本市の課題解決に繋がる各種サービスの導出と実装を官民連携で目指し、「人がつながり幸せを作る快適未来都市」の実現と、全国

の地方都市の手本となる活動を共に進めていける企業を探しています。

➢ 路線バス等の利便性低下の抑制

➢ 公共交通の維持に要する財政負担増加の抑制等

【取組分野】①交通モビリティ

【課題・目標】

解決・実現の方向性 次世代モビリティ・システム（自動運転移動サービス公共交通など）

➢ 自動運転を活用した路線バス等の公共交通における最適な交通モードの構築

➢ 次世代自動車（ＥＶ等）の導入促進によるエネルギーマネジメントとの連携

解決・実現の方向性課題・目標

実現したい都市のビジョン

①交通・モビリティ ⑪都市計画・整備

解決・実現の方向性

➢ ３D都市モデル、MMS等三次元位置情報を活用した自動運転EVバスへの実現可能性検証

➢ ３D都市モデル、MMS等三次元位置情報を活用した道路・上下水等インフラ維持管理

➢ 景観、建築物等整備シミュレーション技術

➢ 交通・人流シミュレーション技術

➢ 都市機能の中心拠点への誘導・集約、地域公共交

通網の適正化、環状骨格道路を軸とした地域内幹

線道路の整備

➢ 地域高規格道路「有明海沿岸道路」整備後の交通

シミュレーションによる可視化

➢ 荒尾駅停車場線のウォーカブル空間実現に向けた景

観、整備シミュレーション

➢ 自動運転EVバス導入における検討・活用

【取組分野】⑪都市計画・整備

【課題・目標】

荒尾市の強みである「暮らしやすさ」を活かしながら、①先端技術や情報通信技術の積極的な活用であらゆるモノや情報が「つながり」、新たな価値を生み出し、暮らしの利便性が

高いまち（ Society5.0 の実現）、②人や地域コミュニティなど「つながり」を維持・充実させることで、暮らしの安心感が高いまちを目指す。

旧荒尾競馬場の跡地を含む34.5haの広大な未利用地の土地区画整理事業のエリア「あらお海陽スマートタウン」では、「道の駅」「保健・福祉・子育て支援施設」「民間事業者

による各種利便施設」「公園・緑地」「集合住宅・戸建住宅」などを整備中である。当該エリアはグリーンフィールド型のスマートシティの実現のため、スマートシティの取組みを『荒尾ウェル

ビーイングスマートシティ』、エリアをリビングラボとして位置づけている。「ヘルスケア」「エネルギー」「モビリティ」「データ活用」「防災・見守り」等のスマートシティの機能を埋め込み、

Society5.0を体感できるまちにすることで、ヒト・モノ・コト・カネ・情報が集まるまちを目指している。

さりげないセンシングによるスマートヘルスケア（日常人間ドック、リコメンドサービス等）、エネルギーの地産地消、自治体MaaS（オンデマンド相乗りタクシー）、パーソナルデータエコ

システム等々の技術による各種サービスの創出など多様な先進技術の導入により、「住民が最先端のウェルビーイングを享受できる快適未来都市」を実現したい将来像として設定して

いる。



➢ 「路線バスにおける自動運転EVバスの導入」

導入時期は、「あらお海陽スマートタウン」内の「道の駅」と「保健福祉子育て支援施設」を複合化した新たな公共施設「ウェルネス拠点施設」が開業予定である令和８年度。

特に保健福祉子育て支援施設は市内全域から幅広い年齢層の市民の利用が見込まれているが、あらお海陽スマートタウン内へのバス路線がなく、バスの運転手不足も本市の公

共交通の課題となっていることから、自動運転バスレベル４実装の早期実現を目指している。

➢ 「３D都市モデル、３次元位置情報等を活用したあらお海陽スマートタウンのまちづくり」

上記記載の自動運転EVバス導入にあたり、三次元位置情報等を活用して導入可能性を図る。また、そこで得られた共通の３次元情報や３D都市モデルを用いて交通シュミレー

ションやインフラ維持管理に活用し、あらお海陽スマータウンのまちづくりに活用したい。

➢ その他導入したい技術

・ＡＩを活用した需給予測に基づく発電・蓄電の制御など、地域エネルギーマネジメントシステム・ゴミ箱の満空状態をセンサーで検知して回収作業の効率を高める「スマートガベージ」

・通行量を測定するセンサーと連動して街灯の明るさをリモート制御する「スマートライティング」 ・駐車場の空き状況を可視化して来訪者に情報を提供する「スマートパーキング」

・情報のオープンデータ化、市民の意見を投稿できる機能も兼ねた住民参加型まちづくりを支える情報プラットフォーム ・ライブカメラ映像のＡＩ分析によるまちの安全性の確保

・電子マネーや電子ポイントのモバイル決済をはじめとしたデジタル決済によるキャッシュレス化

担当部局名 担当部局 電話番号 担当部局 メールアドレス 該当ホームページ

地域振興部スマートシティ推進室 0968-57-7622 smart@city.arao.lg.jp https://www.city.arao.lg.jp/shisei/machi-zukuri/smart-city/

➢ 現在市が再開発事業を進めている「あらお海陽スマートタウン」と交通結節点であ

るJR荒尾駅とを繋ぐバス路線がない。まずはこのエリアで自動運転バスの実証実

験を通じた受容性や事業性の検討を行い、将来的には市全域におけるバス路線

の再編と共に順次既存の路線バスから自動運転バスへの転換を目指す。

➢ ３次元位置情報、３D都市モデルを共通基盤として整備し・活用を支援してくれる事業者

路線バスにおける自動運転EVバス導入

上記のサービスに対して民間企業・学術機関等と特に連携を図りたい事項

３D都市モデル、３次元位置情報等を活用したあらお海陽スマートタウン

のまちづくり

問合せ先

地方公共団体名：熊本県荒尾市 取組分野一覧

直近3年以内に具体的に導入したいサービスおよび導入イメージ

その他

➢ ３次元位置情報を活用した自動運転EVバ

スへの実現可能性検証・活用

➢ ３次元位置情報の共通データを利用したイ

ンフラ維持管理

➢ 荒尾駅停車場線のウォーカブル空間実現

に向けた景観、建築物整備シミュレーション

➢ 地域高規格道路「有明海沿岸道路」整

備後の交通シミュレーションの可視化

①交通・モビリティ ⑪都市計画・整備

https://www.city.arao.lg.jp/shisei/machi-zukuri/smart-city/


■あらおウェルビーイングスマートシティが描く、荒尾市の将来像
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